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A CASE OF SENSITIVE URETHRA TREATED BY CONTINENT 
        VESICOSTOMY USING DETRUSOR TUBE
Naoki MATSUOKA*, Takashi OKADA, Shin  HIGASHI and Mieko MIYAKAWA
From the Department of Urology, Shimada Municipal Hospital
   A case of sensitive urethra treated with continent vesicostomy is reported. She suffered from 
atonic bladder due to a previous pelvic surgery and could not continue clean intermittent self-
catheterization because of pain and discomfort, or sensitive urethra. Continent vesicostomy using 
detrusor tube following Mitrofanoff principle was performed. Postoperatively, the daily life activity 
improved markedly. Mitrofanoff operation is considered to be applicable to the cases with sensitive 
urethra after sufficient explanation and consent. 
                                            (Acta Urol. Jpn.  42:  315-317, 1996) 









け入れられず,膀 胱壁を利用 した禁制膀胱痩 を作成


























る時間問欺排尿を開始 した.導尿に伴 う訴えは消失 し
たが,尿 路感染のコントロールはやはり困難で下腹部




変向術によってQOLの 向上が見込める もの と判断
した.膀胱の蓄尿機能は良好であるため,膀胱壁を導













はそ の まま と した.形 成 した導尿 路 に は12F.カ
テーテルを留置 し,手 術 を終了 した.
術 後経過 は川頁調で,14日目に導尿路のカテーテル を
抜去 し,自 己導尿 を開始 した.以 後稀 に不随意の膀胱
収縮があ り,少 量の失禁 を認 めるため抗 コリン剤 の内
服で コン トロール してお り,ま た10/hpf前後 の膿尿
を見 るが無処置で観 察 している,8カ 月経過 した現在
日常生活 を元の ように活動的 に送 ってい る.1日5回
か ら6回 の導尿 はスムースで残尿 も認め られない.上
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お らず,形 成 した導尿路か らの 自排尿 を原則 としてい
た.こ の ほか,禁 制 の保 た れた膀胱痩 の報告 はあ る
が2'3),いずれ も確実 な失 禁防止機構 を持たず,ど ち
らかとい えば偶然禁制が えられた とい う性格 の もので
あっ た.禁 制 を企 図 した膀 胱 痩 と しで は1975年に
Schneiderらが膀胱壁で作 った ロールを重積 させ て禁
制 を保 つ 方 法 を発 表 して い る4)ま た1980年に は
Mitrofanoffが虫垂 を導管 として用 い,膀 胱 に粘膜下
ト ンネ ル 法 を用 い て 吻 合 す る方 法(Mitrofanoff
principle)で禁制保持 を 目的 とした膀胱痩 の良好 な成
績を報告 した5)虫 垂の利 用で きない症例 に対 しては
下部尿管 を導尿 路 として用いている.導 尿路 を重積 さ
せて禁制 を保 つ手術(Kockprinciple)より容易 であ
り合 併症 も少 な い こ とか ら6・7),以後Mitrofanoff
principleに基 づ く術式が 主流 とな り,導 尿路 として
卵管8),小腸9・10),後腸10)を用いた報告 もある.こ れ
らの術式 は膀胱拡張術 と組み合わせて,あ るいは人工
膀胱の導尿路 として も用 いられている.
膀胱 を導尿路 と し,Mitrofanoffprincipleに従 い,
flapvalvemechanismによって 禁制 をえ る方法 と し
てGardinerのinvaginatedsleevetechniqueii)と
Woodhouseら12)の,今回われわれの用 いた方法が紹
介 されてい る.Invaginatedsleevetechniqueは膀 胱
容量が保 たれることが利点であるが,今 症例 では容量
には問題が な く,ま た手術手技 的に もやや容易 と思わ
れたため,Woodhouseらの方法 を採用 した.
禁制膀胱痩手術 は以上の ごとく種 々あ るが,い ずれ
も蓄尿機能の保 たれた膀胱であるこ とを前提 とし,尿
道が荒廃 し導尿路 として まった く不適切である場合,
種々の肉体的条件 のため に尿 道か らの 自己導尿 は手技
的に不可能 だが腹部 にス トマがあれば十分 自己導尿が
可能 となる場合は適応 と考え られる.
導尿 は可能で も痛 みや不快 が強 く日常生活や精神的
に支障をきたす様 な症例 に対 し,手 技的に可能である
とい うことで苦痛 な導尿 を強い,生 活 に制約 を与 える
ことが,稀 ではあるが,確 かにあると思われる.わ れ
われの,こ の ような症例 に対 する禁制膀胱痩 の経験 は
わずかに1例 のみで あるが,手 術侵襲 は軽微 で術後の
ΩOLの 向上が え られ,非 常 によい印象を持 った.本
症例 のような過敏性尿道 ともい うべ き自己導尿 の困難
な症 例 に対 して も,十 分 な 説 明 の 上Mitrofanoff




胱壁 を用いた禁制膀胱旗 を作成 し著明なQOLの 改
善をみた.自 己導尿を強いていた過敏尿道 ともいうべ
き症例に対 して,充分な説明と理解のもと試みてよい
手術であると思われた.
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